
● 環境負荷の全体概況
● 環境管理の充実
● 地域環境保全の推進
● 地球環境対策の推進
● 循環型社会形成の推進
● 環境コミュニケーションの推進

経営の
基本的方向性 CSR憲章

中長期経営方針中長期経営方針

基本理念

沖電グループ
ビジョン

中長期経営計画 CSR経営

社員力
組織力

社会
環境お客さま安定

供給

ン
イ
ラ
ム
ト
ボ
ル
プ
リ
ト経営・経済

社会

環境事業活動

Our Environment
私たちの環境

私たちは、環境法規制などの遵守はもとより、従業員の環境意識の向上や

地域環境保全などに努めています。

また、あらゆる角度から可能な限りの技術と英知を傾け、自主的かつ積極的に

環境負荷低減に資するさまざまな取り組みを推進しています。

豊かで美しい地球環境を未来へ引き継いでいくために、

これからも私たちは環境を最大限重視した企業活動に努めてまいります。

41 沖縄電力 CSRレポート 42Corporate Social Responsibility 2016
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トおよび固定価格買収制度（FIT）に係る調整を反映した調整後排出量（排出係数）。［　］内は実排出量（排出係数）。
〈端数処理上、合計値が合わない場合があります〉

送電線 配電線
家庭や

オフィスなど変電所

資　材

お客さま

電力量…
水……………
ガソリン……
軽油…………

703万kWh
9 万m3

171　
25　

流通配電部門の
産業廃棄物

コンクリート柱
電線
碍子など

流通・配電部門 オフィス部門

その他
オフィスなどに

おける活動に伴う
CO2排出量

0.6万t

送配電ロス3.3億kWh

オフィス
ごみ
古紙

使用済蛍光管
など

（　　　　）

販 売
電 力 量

他社より購入

18億kWh
風力発電、太陽光発電
など再生可能エネル
ギー含む

コンクリート柱
変圧器など  
碍子など
電線など

…2,771t
………273t

…………41t
…………420t

76
億kWh

その他オフィスなどに
おける活動に伴って使
用されるエネルギー kL

kL

（変電所所内電力量を含む）

がいし

がいし

オフィス用品
（事務用品、紙など）

　発電所で電気をつくりお客さまへ届けるために、燃料や資材などを消費（インプット）します。
　また、それに伴ってCO2や廃棄物などが排出（アウトプット）されます。
　当社ではこれらの環境負荷の全体を把握し、具体的な目標を定めて環境負荷低減のための取り組みを
行っています。また、その他オフィスなどにおける活動に伴って使用されるエネルギーなどについても把
握し、その低減にも努めています。

※1 自社再生可能エネルギー発電電力量は、送電端電力量。
※2 CO2 トおよび固定価格買収制度（FIT）に係る調整を反映した調整後排出量（排出係数）。［　］内は実排出量（排出係数）。ッジレク

● 環境負荷の全体概況

 消 費
（インプット）

 排 出
（アウトプット）

INPUT

OUTPUT

電
発
力
風

煙突

発電所
太陽光発電

燃 　 料
164万t
29万 

資 　 材
炭酸カルシウム………
アンモニア…………
塩　酸………………
苛性ソーダ…………
ヒドラジン………………

1.0
0.16
0.04
0.09

1.7

万t
万t
万t
万t

t

発 電 用 水
143万m3

自社消費5.9億kWh

大 気 へ の 排 出
CO2…………………611万t－CO2

SOX…………………2,464t

NOX…………………1,975t

排出係数／使用端 ：0.799kg－CO2/kWh

排出原単位／当社汽力発電所の平均0.40g/kWh

排出原単位／当社汽力発電所の平均0.32g/kWh

（他社購入電力量由来分を含む）

発電部門の
産業廃棄物

重油灰……………

石炭灰…………

石こう…………

排水量

化 学
物 質

56万m3

自社 発 電 電 力 量
火力………………………
再生可能エネルギー…

（風力・太陽光・バイオマス・小水力）

68億kWh

0.3億kWh※1

※2

62億kWh

動
活
業
事

発電部門

総エネルギー投入量…6,200万GJ

など

124t

8.5万t

1.7万t

石炭…………
石油類………
うち  重油……
　　  軽油………
　　  灯油………
LNG …………………
バイオマス………

kL
27.3万kL

0.1万kL
1.1万kL
23万t　
1.5万t　

[614万t－CO2]

[0.802kg－CO2/kWh]
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年度全体環境目標と実績

PCB廃棄物の
適正処理

CO2排出抑制

電気自動車
（プラグインハイブリッド車を含む）を

10台導入した。

再資源化率 　　99%再資源化率 　　95%以上

20回／年

グリーン購入率   86%グリーン購入率   85%

前年度比　1%削減

目標達成者率　50%
（12回/人・年） 目標達成者率　49%

前年度比　4.9%削減

12回／年 

産業廃棄物
3Rの推進

グリーン購入の

環境行動
パネル展の実施 

環境コミュニ
ケーションの
推進

2 0 1 5 年 度 目 標 2015年度実績項  目環境行動指針

1

3

4

5

6

7

8

9

10

2

No.

地域環境
保全の推進

地球環境
対策の推進

循環型社会
形成の推進

電気自動車
（プラグインハイ
ブリッド車含む）の

電気事業連合会で掲げる目標
に協調し、導入を推進する。

オフィスでの電力

ノーマイカーデーの

2回／人・年 1.8回／人・年

50回／年 92回／年

ボランティア活動

エネルギー・環境

★2015年度実績の評価基準

数値目標定性的目標
目 標 達 成
8割以上達成
取り組みが確認できる
未実施

実 　  施
一部実施
未 実 施

※1.　　の項目に関しては、沖縄電力を含むグループ12社を対象に、データを集約した。
※2． グリーン購入要領で定めた対象製品
※3． 

． 
役職員の家族・知人・友人の参加人数含む

※4  調整後排出係数とはCO2クレジット、固定価格買取制度（FIT）に係る調整を反映した値

LNGを燃料とする吉の浦火
力発電所の運用や可倒式風
車の導入、石炭火力におけ
る木質バイオマス混焼、既
設火力発電所の効率的運用
、メガソーラーおよび風力
発電実証研究の着実な推進
などの各施策を通してCO2

の排出抑制に努める。

全てのPCB廃棄物について
適切に 保 管 管 理 を 行 い 、引
き 続 き 、PCB廃棄物の処理
を進める。

吉の浦火力発電所の安定的運用、多良間可倒
式風力発電設備の運転開始、具志川火力にお
ける木質バイオマス混焼、太陽光・風力発電
の安定運用に向けた実証試験の実施などの各
施策を通してCO2の排出抑制に努めた。
調整後排出係数※4：0.799kg-CO2/kWh
実排出係数：0.802kg-CO2/kWh

全てのPCB廃棄物を適切に保管管理した。
【高濃度PCB廃棄物】
処理をほぼ完了した。
【微量（低濃度）PCB廃棄物】
汚染油・柱上トランスは、着実に処理を推進
した。また、保管中の大型変圧器等は、処理
方針を策定した。

への参加 ※1・3

※1

推進 ※1・2

実施 ※1

使用量の削減 ※1

導入推進 ※1

教育の実施 ※1

　当社は環境問題を経営の最重要課題の一つとして位置付けており、事業全般にわたってさまざまな環境
活動を推進するため、「沖電グループ環境方針」を制定しています。また、環境理念の下には具体的な取
り組みを明確化した5項目の「環境行動指針」を設けています。

沖電グループ環境方針

（2008年3月11日制定）
（2010年7月22日改定）
（2013年5月22日改定）
（2015年6月10日改定）
（2016年6月13日改定）

1.環境管理の充実
2.地域環境保全の推進
3.地球環境対策の推進
4.循環型社会形成の推進
5.環境コミュニケーションの推進

環境行動指針環境理念
　沖電グループは、豊かで美しい地球環境を
未来へ引き継いでいくために、沖電グループ
一体となった環境管理推進体制を整備し、環
境を最大限重視した事業活動を展開します。
また、持続的発展が可能な社会の実現に向
け、社員一人ひとりが高い意識を持って積極
的に行動します。

沖電グループ中期環境目標
　「環境行動指針」の中で中期的な改善を必要とする環境行動については、中期目標を定めて、着実な推進を図っています。

（2016年1月25日制定）
（2016年6月13日改定）

項　目 中期目標（2020年度）

法律に定められた処理期限までに
全量処理する。

循環型社会形成の
推進

地球環境対策の推進

地域環境保全の推進

環境行動指針

グリーン購入の推進

CO2排出抑制

低炭素社会の実現に向け、電気事業
低炭素社会協議会で掲げる計画に
協調し、　　排出抑制に努める。
（2030年度まで継続して取り組む）

CO2

PCB廃棄物の適正処理

5

4

3

2

1

No.

グリーン購入率85%以上
（グリーン購入要領で定めた対象製品）

再資源化率95％以上産業廃棄物3Rの推進

電気自動車（プラグインハイブリッド車
含む）の導入推進

電気事業連合会で掲げる目標に
協調し、導入を推進する。

● 環境管理の充実

4645
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環境教育の推進

ISOに適合した環境マネジメントシステムの効果的な運用

環境関連法規制などの遵守

　環境問題に対する意識の高揚を図り、社員一人ひとり
が自覚を持って活動するよう、環境に関した社員教育を
実施しています。また、6月の環境月間には各部門で環
境行動説明会を行い、12月の地球温暖化防止月間には
全社員に向けて、省エネ活動に関する情報を発信するな
ど、環境問題への意識高揚を図っています。

　発電本部発電部では、全社で取り組んでいる品質マネジメントシステムの仕組みと環境マネジメントシステムをうま
く融合させ活動を推進しています。これまでの ISO14001認証取得の経緯は次のとおりです。

　2015 年度は、「具志川火力発電所揚炭機からの漏油」、「宮古発電所構内における重油漏洩」など、環境に関する事故
3 件、また環境に関する法規制値逸脱 1 件が発生し、応急対策を実施するとともに関係行政への報告ならびに再発防止
策を講じています。
　周辺地域のみなさまへご迷惑とご心配をおかけしました。深くお詫び申し上げます。
　今後も、引き続き、環境関連法令や協定を遵守するとともに、環境関連法規制違反や環境関連法規制値の逸脱、環境
に関する事故が発生した際は、直ちに関係行政に報告し、適切な処置および対策を実施します。
　また、環境関連法規制などの遵守に関するお客さまからのお問い合わせ、ご要望などについても適切に対応し、事業
活動の透明性を確保します。

●環境法規制などの遵守状況

［単位：件］

認証年月 事業所名 I SO規格 備考

▲現場監査▲文書・運用監査

▲環境行動実施状況集計研修／廃棄物管理システム研修

1999年　2月
2000年　9月
2000年 10月

2005年　3月
   　　　　　　　　　
   　　　　　　　　　

2005年　9月
2010年 12月（更新）
2013年 12月（更新）

石川火力発電所
具志川火力発電所
牧港火力発電所
本店発電部
牧港火力発電所
石川火力発電所
具志川火力発電所
金武火力発電所

同上  

ISO14001:1996年版

ISO14001:2004年版

単独取得
〃
〃

既取得3発電所に、金武火力発電所と本店
発電部門を加えて統合認証取得

2004 年版規格改定に伴う移行
ー
ー

分　　類 2014年度
環境関連法規制違反
環境関連法規制値逸脱
環境に関する事故
環境に関するお客さまからの不満足の声

0
0
3
1

2015年度
0
1
3
0

2013年度
0
0
4
0

PLAN
【計画】

DO
【実施・運用】

【見直し】
ACTION

CHECK
【点検・是正予防処置】

【環境管理者会議】
【沖電グループ環境管理者会議】

【環境行動推進委員会】

【環境委員会】

【環境委員会】

❷各部門で活動を
展開します

❶沖電グループの環境に関する
活動の目標・計画を立てます

❸年に2回、各部門の活動
　状況をチェックします

❹進捗状況をチェックし、
　次年度の活動に反映します

【環境行動推進委員会】

【環境管理者会議】
【沖電グループ環境管理者会議】

環境内部監査
（内部監査室）

 報告 監査

〈継続的改善の実施〉

※環境内部監査 ）室査監部内（ 

環境管理者会議
沖電グループ環境管理者会議

環境行動推進委員会
（各部室店支社／沖電グループ各社）

事務局（環境部）

顧　問：会長

委員長：社長
委　員：常勤取締役

環境委員会

議　長：環境部担当役員
委　員：沖　電/部室店支社長
　　　　沖電G/環境担当取締役

▲環境管理者会議と沖電グループ環境管理者会議の合同会議

環境行動計画を着実に推進させていくための体制と
環境問題に対する社員の意識高揚を図るための活動
が、有効に機能していることを確認するため内部監
査を実施。

環境行動管理システムの積極的な推進

●推進体制
　環境行動管理システムの適切な運用のため、社長を委
員長とする「環境委員会」と委員会の下部機関として「環
境管理者会議」および沖電グループで構成する「沖電グ
ループ環境管理者会議」を設置し、環境問題にかかわる
課題の検討、方針・施策の審議決定を行っています。また、
各部門および沖電グループ各社には「環境行動推進委員
会」を設け、環境行動をグループ全体で積極的に展開し
ています。さらに、環境行動計画の着実な推進と環境問
題に対する社員の意識高揚を図るために、上記活動が有
効に機能していることを内部監査で確認しています。

　環境行動管理システムの推進にあたっては、「計画（Plan）」、「実施・運用（Do）」、「点検・是正予防処置（Check）」、
「見直し（Action）」を図り、継続的改善に努めています。

●推進体制図 ●環境行動管理システム（環境活動のPDCAサイクル）

4847
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石炭火力発電所のしくみとさまざまな環境保全対策

　石炭火力発電所は、石炭をボイラで燃焼してつくった蒸気の力によってタービンを回転させ、その回転を発電機に伝
え電気をつくります。当社の全ての発電所では、発電によって環境に影響をおよぼさないようさまざまな環境保全対策
を実施しています。

▲騒音・振動測定

騒音・振動防止対策

 ● 常時発生対策

● 騒音・振動の監視
 ● 一時発生対策

温排水対策

▲記録計による温度管理

● ばいじん対策 ● 硫黄酸化物対策
● 窒素酸化物対策 ● 粉じん対策
● 排煙の拡散効果による対策
● 排煙の監視

▲排煙脱硫装置

大気保全対策

●

 

取放水対策
●

 

温排水の監視

水質保全対策

● 排水対策
● 排水の監視 ▲総合排水処理装置

土壌汚染
防止対策

●

 

漏洩防止対策
 

▲防液堤設置

　燃焼によって生じる硫黄酸化物や窒素酸化
物、ばいじんを低減するため、さまざまな対
策を講じています。

　発電所からの騒音・振動を低減す
るため、さまざまな対策を実施して
います。

　発電所では、冷却水として海水を利
用しており、取放水の温度差を抑える
ため取放水方式を工夫しています。

　発電所の排水には微量の油
分、酸、アルカリ、浮遊物質
などが含まれています。それ
らを総合排水処理装置で分離・
凝集・沈殿・ろ過および中和
などによって処理しています。

　薬品や軽油などの
万一の漏洩に備え、
さまざまな対策を講
じています。

悪臭防止対策

 
 ● 漏洩・拡散防止対策

● 悪臭の監視

　排煙脱硝装置等で使用して
いるアンモニアについて、漏
洩・拡散による悪臭防止のた
め、さまざまな対策を講じて
います。

屋内貯炭場

再資源化

●石炭火力発電所のしくみ

騒音・振動の防止

温排水対策

排煙の監視

石炭粉じん飛散防止

（
ク
リ
ン
カ
）

石炭灰
（フライアッシュ）

木質バイオマス
（具志川火力）

↓

排水の浄化

開閉所

環境モニタリング調査

自然環境との調和

　沖縄の青い空や海、亜熱帯地域特有の自然豊かな風景
に調和した施設となるよう、発電所や変電所の設備の色
彩や形を工夫しています。周辺環境に配慮した屋内変電
所や環境調和色送電線鉄塔の採用、さらにはサンゴ間の

溝にケーブルを敷設する工法を用いた海底ケーブルの設
置や配電線地中化工事を行い、適正な維持管理に努め、
地域の景観に配慮した施設づくりに取り組んでいます。

　「環境保全に関する事業者の責務を明らかにするとと
もに、公害を未然に防止することにより、住民の健康を
保護し、その生活環境および自然環境の保全を図る」こ
とを目的に、地元自治体と発電所に係る環境保全協定を
締結しています。環境保全協定では、大気、水質、騒音・
振動などについて国の規制よりも厳しい協定値や、環境
監視のための測定などが定められており、当社はその測
定結果を地元自治体へ定期的に報告しています。

●環境保全協定

●環境に調和した施設づくり

●建設工事の環境保全対策
　発電所などの建設工事にあたっては、赤土等流出防止対策など、地域環境および生物多様性に配慮した対策を実施し
ています。

▲水質調査（吉の浦火力発電所）

▲サンゴ調査（吉の浦火力発電所）

▲大気質測定装置の点検
   （浦城小学校）

　名蔵配電塔（石垣島）は、石垣市風景づくり条例に対応するため、
赤瓦の屋根を採用し、景観に配慮した建屋外観としました。

　本島東海岸沿いに構
築した送電線鉄塔は、
世界遺産にも登録され
た中城城跡からの眺望
に配慮し、周辺の緑地
部分に馴染む配色を施
した環境調和色の送電
線鉄塔を採用しました。

▲環境調和色送電線鉄塔

▲名蔵配電塔

▲赤土等流出防止対策
（吉の浦マルチガスタービン発電所 建設工事）　

▲オカヤドカリ類保全対策
　（吉の浦火力発電所 建設工事）

▲建設予定地外に移植後のカワヂシャ
　（吉の浦火力発電所 建設工事）

　美ら島沖縄を次世代に引き継ぐため、生物多様性に配慮し、かけがえのない自然や地域の環境を
大切に守り続けています。

ちゅ

● 地域環境保全の推進
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●LNGコンバインドサイクル発電のしくみ（概念図）

　LNGコンバインドサイクル発電システムとは、LNG（液化天然ガス）の燃焼ガスの力で回すガスタービンと、
その排熱でつくった蒸気で回す蒸気タービンを組み合わせた熱効率の高い複合発電方式です。

電気

機

●太陽光発電
　太陽光発電は、太陽の光をエネルギー源とするクリーンな発電方式の一つです。安部メガソーラー実証研究設備では、
太陽光発電の出力特性や出力安定化技術に関する実証研究に取り組んでいます。

●太陽光発電の発電電力量（送電端）（当社および沖電グループ実績）

▲安部メガソーラー実証研究設備（名護市）

あ  ぶ

当社設備利用率（％）
沖電グループ[千kWh]
当社[千kWh]

%
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再生可能エネルギーの活用

　太陽光発電や風力発電などは、発電時に地球温暖化の原因とされているCO2を排出せず、環境問題への対応に役立つク
リーンなエネルギーとして社会的な期待および必要性が高まっています。
　一方、エネルギー密度が低く、気象条件の変化に大きく影響を受け、出力が不安定であり、発電コストが高いなどの課題
があります。

地球温暖化対策への取り組み状況について
　当社では沖縄県の地理的・地形的および電力需要規模の
制約などから、水力・原子力発電の開発が困難であり、電力エ
ネルギー源を化石燃料に頼らざるを得ない状況です。
　このような中、2016年2月8日に設立された「電気事業低
炭素社会協議会」へ当社も参加し、同協議会全体での目標達
成に向け、石油や石炭に比べてCO2排出量の少ないLNGを
燃料とした吉の浦火力発電所の運用を中心に当社の取り得
る地球温暖化対策に最大限取り組んでいます。

　当社は、2015年度もさまざまな取り組みを通しCO2排出の
抑制に努め、2015年度のCO2排出係数0.799kg-CO2/kWh、 
CO2排出量は611万t-CO2(いずれも調整後CO2※1)となりま
した。

　2012年11月に1号機、2013年5月に2号機が営業運
転を開始した吉の浦火力発電所については、環境面への
配慮として、LNGコンバインドサイクル発電システムを採
用しました。LNGを燃料とした火力発電設備は、硫黄酸化
物やばいじんの発生がなく、CO2排出量も化石燃料では
最も少ないこと、また、コンバインドサイクル発電システム
は発電効率に優れた発電方式であることから、地球温暖
化に対する抑制効果も期待でき、環境に優しい発電設備
といえます。
　また、LNG火力発電所の導入により当社主要発電設備
の燃料が石炭、重油、LNGの3種類に多様化することで、
電力安定供給のためのさらなるエネルギーセキュリティ
向上も図れます。

◆LNGを燃料とした吉の浦火力発電所の運用
◆再生可能エネルギーの活用(太陽光・風力・小水力・木質

バイオマス混焼および自然変動電源の安定運用に向　
けた実証試験)

◆エネルギー利用の効率化(火力発電所の熱効率の維持管
理など)

◆省エネルギー・省CO2活動の推進(社員意識啓発・お客さ
まへのサービスの提供)

吉の浦火力発電所の運用（LNGコンバインドサイクル）

　健やかな地球の明日を守るため、低炭素社会の実現を目指して、CO2排出抑制に取り組んでいます。

●ＣＯ２排出状況について

◆出力：25.1万kW×2機
◆営業運転開始：1号機 2012年11月／2号機 2013年5月

●主な温暖化対策

単位：億kWh
　　  使用（販売）電力量

単位：kg-CO2/kWh
　　  CO2 排出係数

単位：万t-CO2

　　  CO2 排出量● CO2 排出係数

● 地球環境対策の推進

※1 調整後CO2とは、CO2クレジットおよび固定価格買取制度（FIT）に係る調整を反映した
値。クレジットの活用は削減分として調整されます。一方で、FITによるCO2削減量は全
国で公平になるように調整され、当社では減調整されました。

※2 当社は、京都議定書の第一約束期間における自主目標(2010～2012年度における
CO2排出係数を1990年度実績から平均で20%程度低減するよう努める）を達成しまし
た。
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●ＣＯ２排出量の比較
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●風力発電

■小規模離島への風力発電設備導入

　風力発電は、風をエネルギー源とするクリーンな発電方式の一つです。2014年3月に大宜味風力発電実証研究設備が
竣工し、運転を開始しました。蓄電池併設型風力発電設備の出力安定化技術に関する実証研究に取り組んでいます。
　沖電グループの風力発電導入については、沖縄新エネ開発（株）が中心となって推進しています。
＊沖縄新エネ開発（株）の【地球温暖化対策への貢献】については、沖電グループの環境行動の取り組み実績（P63）を参照ください。

　離島部門の収支不均衡の改善および再生可能エネルギー導入によ
る CO2排出抑制に向けて、小規模離島へ風力発電設備を導入してき
ました。
　その中で、日本初となる可倒式風力発電設備を波照間島と南大東
島にそれぞれ245kW×2基、粟国島に245kW×1基、今回新たに
多良間島に245kW×2基、計7基導入しました。これら設備の台風
被害や補修に係る費用・期間の低減を念頭に置き、運用を行ってい
ます。
　可倒式風力発電設備は、沖縄の風土に適応した再生可能エネル
ギーであると同時に、離島の燃料費低減、設備運用の効率化も期待
できるため、今後も導入可能な離島への展開を進めていきます。

▲可倒式風力発電システム（多良間島）

▲大宜味風力発電実証研究設備（大宜味村）

●風力発電の発電電力量（送電端）（当社および沖電グループ実績）

当社設備利用率（％）
沖電グループ[千kWh]
当社[千kWh] %千kWh
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　宮古第二発電所では、発電機関の三次冷却水として使用
された海水を自然放流していますが、この放流水を有効に
利用（有効落差9.96m）するため、2009年12月に小水力
発電設備（65kW）を導入しました。同設備は、CO2排出抑
制および発電所の燃料コスト低減に寄与しています。

●小水力発電設備の導入

▲小水力発電設備

▲クロスフロー水車イメージ

◀水車ランナー

水車

発電機

ガイドベーン

●小水力発電設備およびクロスフロー水車イメージ

■離島マイクログリッド実証研究
　経済産業省から「平成21年度離島独立系統新エネル
ギー導入実証事業」の補助を受け、2011年度(平成23
年度)から2013年度(平成25年度)にわたり、宮古島、与
那国島、北大東島、多良間島にて実証研究を行いました。
本実証研究では、系統規模の異なるこれらの離島独立型

　宮古島については、これまでに太陽光発電（PV）およ
び風力発電（WT）の出力変動が系統へ与える影響、
NaS電池によるPVの出力変動抑制（ΔP）制御、周波数
変動抑制（ΔF）制御、さらにそれらを組み合わせた場合
の系統安定化効果を検証し、系統安定化に必要なNaS電
池容量やディーゼル発電機の出力変動低減効果を確認し
ました。
　また、太陽光発電設備のスケジュール運転では、PVを
NaS電池と組み合わせ、ディーゼル発電機と同様に安定
的かつ計画的な電源として活用し、ディーゼル発電機の
発電量低減効果などを確認しました。

　与那国島、北大東島、多良間島では、リチウムイオン
キャパシタによるΔF制御を実施し、PVおよび需要変動
時でも周波数を安定化できることを確認するとともに、
宮古島を含めた4離島の特性を把握し、各離島に応じた
系統安定化策を確認しました。
　本実証研究を通じて、再生可能エネルギーの出力変動
が系統へ与える影響や、蓄電池による系統安定化策、蓄
電池を活用した経済運用の可能性など、実運用に資する
有効な知見を得ることができました。再生可能エネル
ギーの導入が拡大するなか、引き続き同設備の実運用に
より系統安定化効果の確認を進めていきます。

）島古宮（例実の御制制抑動変数波周 ： 図

［kW］ 周波数

風力発電

【NaS電池制御無し】 【NaS電池制御有り】
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周波数変動を打ち消すようにNaS電池が
充放電し周波数変動が緩和

電力系統へ太陽光発電設備を大量導入した場合の実系統
へ与える影響を把握するとともに、太陽光発電と蓄電池
の運用データを解析しながら、系統安定化対策技術の有
効性を確認しました。

宮古島（2010.10.15 完成）
・最大総需要電力 約 50,000kW

・太陽光発電 4,000kW
・ナトリウム硫黄電池 4,000kW
・リチウムイオン電池 100kW

多良間島（2010.8.26 完成）
・最大総需要電力 約 1,200kW

・太陽光発電 250kW
・リチウムイオンキャパシタ 250kW

与那国島（2010.9.8 完成）
・最大総需要電力 約 2,200kW

・太陽光発電 150kW
・リチウムイオンキャパシタ 150kW

北大東島（2010.9.29 完成）
・最大総需要電力 約 900kW

・太陽光発電 100kW
・リチウムイオンキャパシタ 100kW
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エネルギー利用の効率化
　発電および送配電におけるエネルギー損失を低減するとともに、電力需要にあわせてきめ細かく発電設備を運用すること
により、エネルギー資源を効率的に利用し、環境への影響を少なくするよう努めています。

　発電所の熱効率を維持・向上させることは、エネルギー
資源の節約になるとともにCO2排出抑制の観点から地球
温暖化防止にもつながります。
　そのため、発電効率向上検討委員会を設けて、発電所に
おける省エネルギー対策の検討実施や発電所の運転管理
を適切に行うなど、熱効率の維持向上に努めています。
　石川火力発電所2号機は、2010～2011年度に長寿命
化対策工事を実施し、経年した各機器を更新することで熱
効率の回復を図っています。

●熱効率の維持向上
　給電指令所では、過去の実績や気温・天候などの気象
条件などを勘案した電力需要想定を行った上で、供給信
頼性ならびに経済性を考慮した日々の需給計画を作成
し、発電機のELD（経済負荷配分）運転を行うことで効率
的な系統運用を推進しています。

●設備の高効率運用

　発電所でつくられた電気は、送電線や配電線などの流通
設備を経由してお客さまにお届けしています。その過程で
一部の電気エネルギーが電気抵抗により熱として失われる
ことを送配電ロスといいます。そのロスを極力低減するよ
うな効率的系統運用を行っており、このことはエネルギー
資源の節約と地球温暖化防止にもつながっています。

●送配電ロス率の低減

▲長寿命化対策工事を行った石川火力発電所2号機の蒸気タービン

▲高効率運用を行っている給電指令所

省エネルギー・省CO2活動の推進
　当社では、社員一丸となってさまざまな省エネ・省CO2 活動に取り組むとともに、お客さまへの省エネ・省CO2 サー
ビスの提供を通じて、地球温暖化対策に努めています。

・環境ラベルのついた事務用品の購入
・オフィスごみの発生抑制、分別、再資源化
・ペーパータオル使用量の低減

・昼休み消灯など不要時の室内灯を消す

・社員同士での呼びかけ
・家庭でできる温暖化対策および環境家計簿の活用

オフィスでの
電力使用量の削減
節水活動

車両による対策

グリーン購入の推進

オフィスごみの管理強化

みんなで呼びかけよう
家庭で取り組もう

・空調温度の適正管理（原則28℃）

・蛇口をこまめにしめる
・エコドライブの推進
・アイドリングストップの推進

・省エネ型器具（照明など）への切り替え
・マイカップ、マイハンカチ、マイバッグ運動

・OA機器の電源OFF
・LED照明機器の導入

・社内アナウンスによる呼びかけ

・かりゆしウェアの着用

・水量調節による節水
・ノーマイカーデーの実施
・エコカーなどの導入

●ノーマイカーデー実施によるCO2削減量の推移●オフィスでの電力使用量の推移

0

100

200

300

400

年度（西暦） '14 '15'06 '07'05'04

（3,515回）
29t

（8,579回）
70t

（13,684回）
112t

（39,812回）
307t

（46,482回）
353t

（47,730回）
363tCO2削減量

※(　)内は実施回数

t

年度（西暦）

万 kWh

0

400

200

600

800

1,000

'14 '15'13'12'11

925
833

793
747 703

［ノーマイカーデーの実施例］

●公共交通機関
　（バス、モノレール）

●徒歩　●自転車　●相乗り

※CO2削減量は、合計実施回数
と2011年度の一人あたりの削
減量（7.6kg-CO2/回）により算出
しています。

●社員による省エネ・省CO２活動

　再生可能エネルギーの利用を拡大し、CO2の排出抑制
を図ることを目的として、当社では2010年3月から具志川
火力発電所において、カーボンニュートラル資源である木
質バイオマスを石炭に混合して燃焼させる運用を行ってい
ます。県内から排出された建築廃材などを利用してペレット
状に加工された木質バイオマスを調達しています。

●木質バイオマスの混焼

フロー図
木質ペレット

　太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用拡大を図るため、2012年7月より「電気事業
者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」に基づく、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」
が開始されました。これは、再生可能エネルギーを用いて発電された電気を、国が定める一定の期間・単価で電力会社
が買い取ることを義務付けるものです。
　また、買い取りに係る費用は賦課金として、電気をお使いの皆さまに、電気ご使用量に応じてご負担していただく制
度となっています。
　なお、余剰電力買取制度に基づいて買い取りを行っていた太陽光発電設備については、引き続き、固定価格買取制
度の下で買い取りが継続されています。

再生可能エネルギーの固定価格買取制度について

一般家庭 スーパー・
デパート

町工場オフィスビル

再生可能エネルギーによる
電気を売電 電気を供給

電気料金と合わせて
賦課金を回収

買取価格･
買取期間
を設定

賦課金単価の決定

設備を認定

買取費用の交付 回収した賦課金を納付

費用負担調整機関
（賦課金の回収・分配を行う機関）

国

電気をお使いの
全ての皆さま

電気事業者

経済産業大臣

太陽光 風力

中小水力 地熱

再生可能エネルギーによる発電を
事業として実施される方

自宅で発電される方

バイオマス

制度のイメージ

調達価格等算定委員会
買取価格・買取期間について意見

国が定める期間、
固定価格で電気を買い取り

（資源エネルギー庁のHP資料をもとに作成）

※ 電力系統への再生可能エネルギーの接続申込みが急増し、当社を含む複数の一般送配電事業者において、電力の安
定供給に影響を及ぼす可能性が生じたことなどから、適宜、国において固定価格買取制度の運用見直しが実施され
てきました。また、同制度は、再生可能エネルギー間のバランスの取れた導入や最大限の導入拡大と国民負担抑制
の両立が可能となるよう見直しが行われ、2017年4月1日から変更となります。
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　家庭で排出されるCO2の量は、日本全国で排出される
CO2総量の約2割になります。
　お客さまの暮らしから地球温暖化の原因のひとつとさ
れているCO2がどれくらい排出されているのか確認して
みましょう。

■環境家計簿にチャレンジ！

環境家計簿（Flash版）
インターネット上で家計簿の計算が行えます。
※使用量を入力するとCO2排出量が自動計算されます。

当社ホームページにて、flash版にて入力することができます。
http://www.okiden.co.jp/corporate/eco/eco_calc.html

その他の取り組み

　当社は、地球温暖化対策の一環として、クリーン開発メカニズムなどを活用した炭素基金などへ出資しており、世界銀行が設
立したCDCF（コミュニティ開発炭素基金）、BioCF（バイオ炭素基金）に加え、JGRF（日本温暖化ガス削減基金）、GG-CAP（温
室効果ガスクレジット集積プール）など、 個別購入契約を行ってきました。現在は、世界銀行炭素基金との契約のみとなります。
　これらの出資を通じ、開発途上国における温室効果ガス排出削減プロジェクトに積極的に加わることで、地球規模の温暖化
防止に貢献、寄与できるものと考えています。

　電気事業者として、エネルギーセキュリティや低炭素化の観点から、あらゆる発電方式について知見をもって
おくことはたいへん重要なことと考えています。その一環として、原子力設備に関する一般的な知識の習得と人
財育成を目的に、原子力関連企業へ社員を派遣し、情報収集を行なっています。

　エネルギー政策の基本は、安全（Safety）を前提とし、安定供給の確保（Energy security）・環境保全
（Environmental conservation）・経済性（Economy）の「S＋3E」の実現を図ることであり、原子力発電には、燃料
の安定供給が可能、発電時に CO2 を排出しない、電気料金の安定に役立つなどの特徴があります。

●原子力発電に関する研究

炭素基金などの名称

その他［契約終了］

プロジェクト

CDCF（コミュニティ開発炭素基金）

BioCF（バイオ炭素基金）

再生可能エネルギー、省エネ、ごみ再生エネルギーなど

植林や土壌改良プロジェクト
（開発途上国の森林や農地回復など）

水力発電、省エネ、メタン回収など

1.現在の当社の取り組み状況

2.原子力発電の特徴

●クリーン開発メカニズム（CDM）の活用
　一世帯あたりの年間CO2削減効果は、杉の木1本あたり1年で吸収するCO2量（平均14kg）で表しています。
●家庭でできる地域温暖化対策

自動運動、
自動省エネ！
　私の部署は、デスクワー
クが多く運動不足になり
がち。そんな中でも自転
車は、ただ出社するだけ
で往復30分の軽い運動を
自動的に行ったことにな
り、大変便利です。更に、
ちょっと試算してみたと
ころ、私が入社以来 8 年間で、車に比べ 3t もの CO2

排出削減を行っていたようです。
　我ながらすごい！
　これからも環境負荷の少ない人生を歩んでゆこうと
思いました。

わったーチャリ党！

 発電本部
発電部 火力業務センター

   永田 真也
ながた　しんや

　天気のいい日は、沖縄市から
浦添本店まで、自転車通勤（以
後、チャリ通）しています。チャ
リ通をして、得られた効果を３つ
紹介します。

効果①　通勤時間の短縮。（大渋滞ほど、効果大。
　　　　片道15㎞、40分程度で済みます。自力本願。）
効果②　CO2の排出削減（1kmあたり約170gのCO2

　　　　　排出削減。実感しにくいですが、美しい地球
　　　　の未来に貢献。）
効果③　月のガソリン代が減りました。
　　　（リアルで、スイマセン…）

　他にも、体力の維持、ダイエット等、メリット盛り
沢山のチャリンコ通勤は、お勧めです！

送配電本部
電力流通部 通信室

前加良 太作
まえから     たいさく

出典：省エネルギーセンターの「家庭の省エネの大事典2014年版」より作成

・ドア、窓の開閉は少なく。　・レースのカーテンやすだれなどで日差しをカット。
・外出時は昼間でもカーテンを閉めると効果的。
・扇風機を併用。風が体にあたると涼しく感じます。

・点灯時間を短く。
・器具の掃除で明るさアップ。

・消すときは主電源をOFFに。　・画面の輝度を最適に調整。
・テレビ画面は一週間に一度くらい掃除。

・電源オプションをシステムスタンバイに設定する。

・無駄な開閉はしない。　・設定温度は適切に。
・壁から適切な間隔で設置。

・煮込み料理の野菜はチンしてから鍋へ。
・ごはんは4時間以上保温せず、電子レンジで温め直す。

・低めの温度で保温して、必要なときはその都度再沸騰させる。
・長時間使わないときはコンセントからプラグを抜く。

・なべの水滴をふき取ってからコンロに。
・なべ底は丸いものより平たいものが効果的。
・生ごみは堆肥化して家庭菜園に使用する。

・入浴は間隔をあけずに。
・使用後は、種火、電源を切る。

・お風呂残り湯を利用する。
・洗剤は適量に。

・集塵パックは適宜取り替える。
・ほうきを使って掃除する。

・便座暖房の温度は低めに。　・洗浄水の温度は低めに。
・寒い季節だけ便座暖房を使う。

・不要な荷物は積まずに走行。　・道路の交通情報を有効活用
・タイヤの空気圧を適正に。

・短い時間（5秒）の停止でもエンジンを切る。
・大気汚染物質の排出削減にも寄与する。

※冷房を1日1時間短縮した場合（設定温度：28℃）

約0.8本
10.9kg

約1.2本
17.0kg

約0.2本
2.9kg

約0.2本
2.7kg

約2.1本
29.1kg

約2.9本
40.2kg

約0.4本
5.4kg

約3.7本
52.3kg

約1.1本
15.4kg

約1.5本
21.3kg

約0.6本
8.2kg

約2.9本
40.9kg

約0.7本
9.1kg

約13.9本
194.0kg

取り組みの例 対策事例一世帯あたりの
年間CO2削減効果

一世帯あたりの
年間節約効果

約410円／年

約370円/年

約960円/年

約410円/年

約120円/年

約770円/年

約690円/年

約2,360円/年

約3,190円/年
(水道料金を含む)

約1,140円/年

約3,950円/年
(水道料金を含む)

約13,040円/年

約2,360円/年

約1,850円／年

冷房は必要なときだけつける

電球形蛍光ランプに取り替える

冷蔵庫にものを詰め込みすぎない

電気ポットの保温を止める

ふんわりアクセル「eスタート」

アイドリングストップ

シャワーは不必要に流したままにしない

野菜（根菜）の下ごしらえに
電子レンジを活用

温水洗浄便座では、
使わないときはフタを閉める

部屋を片付けてから掃除機をかける

洗濯物はまとめ洗い

炎がなべ底から
はみ出さないように節約

パソコンは使うときだけONにする

テレビを見ないときは消す

※保温状態維持と保温せず再沸騰させた場合の比較

※5秒間の停止で、アイドリングストップ

※デスクトップの場合

※流す時間を1分短縮

※発進時、5秒間の省エネ意識

※1日1時間見る時間を減らした場合（32V型の液晶テレビで）

約31,620円/年合　　計 449.4kg/年（約32.1本）
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　沖電グループでは「一般廃棄物管理要領」に従い、
一般廃棄物（オフィスごみ）の発生抑制（Reduce）、再使
用（Reuse）、再生利用（Recycle）の3Rを促進し、循環
型システムの構築に取り組んでいます。

 沖電グループでは、発生した古紙を分別回収し、県内の
製紙業者によってトイレットペーパーへ再生、利用する
古紙リサイクルの取り組みを推進しています。
　また、当社においては、2006年7月に処理業者と機密
書類の処理委託契約を締結し、本島内事業所にて機密古
紙のリサイクルを展開しています。

　効果的なITの活用により、業務効率化およびオフィ
スのレスペーパー化（紙の削減）を推進しています。
また、マイカップ・マイハンカチ推進、弁当ガラの発生
抑制などによりオフィス内ごみの発生抑制に努めて
います。

●発生抑制【Reduce】

　オフィス用品の再使用を図るため、リサイクルトナー
の利用推進、プリンターのインクカートリッジの回収な
どを行っています。

●再使用【Reuse】

　事業活動に伴って発生するオフィスごみは各事業所が
所在する自治体の分別に従って、可能な限り再生利用に努
めています。

○可燃ごみ　○不燃ごみ　○資源ごみ
○使用済蛍光管　○古紙（機密古紙含む）　○その他

●再生利用【Recycle】

■古紙リサイクルの推進

　2003年4月からモデル事業所にて使用済蛍光管のリ
サイクル活動を開始しました。「使用済蛍光管再資源化
運用要領」に基づき、沖縄本島内事業所の使用済蛍光管
のリサイクル活動を展開しています。

■使用済蛍光管のリサイクル

　沖電グループで使用する事務用品、OA機器などにつ
いて、「グリーン購入要領」に基づき、環境に配慮した
製品の購入を積極的に推進しています。

便利で快適に
リサイクル

写真左から ：大野 臨、平安名 尚子
   おおの のぞむ　 へ  ん  な  なお こ

　古くなり再利用ができなくなったファイルをリサイクルす
るためには金具と厚紙部分を分別する必要があります。しか
し、金具が簡単には外せないため分別に時間と手間がかかり、
ファイルの種類によっては完全に分別できずにごみとなって
しまうものもありました。そこで、今年度から“リベット外し
機”（写真参照）を導入しました。レバーを倒すだけで簡単かつ
安全に金具を取り外すことができ、全てリサイクル出来るよう
になりました。また、これまでかかっていた廃棄費用の削減、業
務の効率化にも繋がり、まさに“一石三鳥”です。
最近は他部署へも貸出し、有効活用しています。

環境部

◆古紙回収量

ガラス
蛍光体

アルミニウム・金属
水銀

蛍光管用ガラス
蛍光管用蛍光体、

セメント原料
金属原材料

水銀

沖
縄
電
力

回
収
業
者

処
理
業
者

リサイクル原材料 リサイクル品 ※2005年度から機密古紙も含む（2005年度は試験期間）

がれき類
2,771t

当社全体
再資源化率

99%

発生量
109千t

74%

ガラス・陶磁器くず
45t

その他
379t

その他汚泥
1,388t

100%

重油灰
124t

バナジウムなど
（金属）回収

100%

石炭灰
85千t

セメント原料や
土地造成材

100%

石こう
17千t

セメント
原料など

減容化 減容化

廃油
227t

金属くず
1,961t

一般廃棄物の3R推進強化

産業廃棄物・有価物の発生量および再資源化率

■グリーン購入
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  産業廃棄物の3R推進強化

　当社は発電電力量の約６割を石炭火力発電所で発電していますが、その際に発生する石炭灰の処理と有効利用が大きな
課題となっていました｡
　この課題を克服するため、2003年度から低灰分､低硫黄分の亜瀝青炭を導入し、2015年度には年間購入量の約 6割
にあたる116万 tを受け入れ､灰処理場の延命化、排煙処理コストの低減を図りました｡今後も亜瀝青炭の利用を継続し、
石炭灰･石こうの発生抑制など環境負荷低減に努めていきます｡

　事業活動で発生する産業廃棄物の発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）の 3Rを推進し、最終処分
量をゼロに近づける「ゼロエミッション」への取り組みを行っています。

　限りある資源を有効に活用するため、循環資源の利用やごみの減量化・環境配慮製品の使用など、エコ
ロジーの精神を活かしたリサイクルを心がけています。

　森林破壊の抑制や地球温暖化対策の一環として、
2003年8月よりドラムを再使用しています。2015年度は
1,672個を回収、再使用することで約416本に相当する
森林伐採を抑制し、地球環境保護に微力ながら貢献する
ことができました。

●電線ドラムの再使用
　配電工事などで撤去されたコンクリート柱・柱上変圧器な
どについては、再使用の可否を判断し再使用しています。ま
た、修理により再使用できる資機材については、修理を行い、
可能な限り再使用に努めています。

●電力用資機材の再使用

◀木製ドラム回収・
　再使用風景

●亜瀝青炭（あれきせいたん）の利用による石炭灰・石こうの発生量低減

▲頑丈土（がんじゅうど）製造プラント

　発電に伴い大量に発生する石炭灰や石こうは、セメント
原料や土砂代替材などに再資源化しており、有効利用を推
進しています。
　発電所構内の石炭灰有効利用施設では、土砂代替材とし
て頑丈土破砕材などを製造しており、その製品は県内の建
設工事などで利用されています。

●石炭灰・石こうの再資源化【石炭火力】
　発電に伴い発生した重油灰については、含有する有用
金属類を回収し、全量を再資源化しています。

●重油灰の再資源化【重油火力】

　当社設備取替工事で撤去されたコンクリート柱、電線
などについては、可能な限り再使用しています。また、
再使用できないものについても再資源化し有効利用に努
めています。

●撤去資材の再資源化

頑丈土（がんじゅうど）破砕材▶

■ 発生抑制【Reduce】

■ 再使用【Reuse】

■ 再生利用【Recycle】

● 循環型社会形成の推進
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地域社会との交流

　毎年 6月は国が定める環境月間です。沖電グループで
は、清掃活動などさまざまな環境活動を実施しました。
【地域環境美化活動】
周辺地域の清掃活動等を実施しました。
○参加者数　　当社1,298人　沖電グループ777人
○ごみ回収量　ごみ袋　約470袋

●環境月間（6月）における取り組み

　近年、沖縄県のサンゴは海水温の上昇に伴う白化現象、
オニヒトデなどによる捕食被害、沖縄県特有の赤土汚染
などにより壊滅的なダメージを受けています。
　当社は 2004 年から「チーム美らサンゴ」プログラムの
趣旨に賛同し、環境活動の場を海中
にも広げ、美ら海・沖縄のサンゴの
回復に取り組んでいます。
　また、これまでのサンゴ保全活動
が評価され、2012 年に第 32 回全国
海づくり大会「農林水産大臣賞（漁
場・環境保全部門）」、2015 年に第 3
回グッドライフアワード「環境大臣
賞 最優秀賞」を受賞しています。

●サンゴ再生プログラム

【清掃活動】
　社員の環境意識の向上および地域貢献を目的に、事業
所周辺の沿道や海浜などの清掃ボランティア活動に取り
組んでいます。

【緑化活動】
　社員の環境意識の向上および地域貢献、地球温暖化対
策の一環として、緑化活動に取り組んでいます。

《残波しおさいの森づくり》
　2004 年から 7 年間にわた
り、読谷村残波岬公園内にて『残
波しおさいの森』づくりに取り
組みました。厳しい自然環境の
中、植樹した苗木が生長し、少
しずつ森の様相を呈してきてい
ます。今後も「地域とともに、
地域のために」をコーポレート
スローガンに、地域の方々と協
働した緑化活動を行っていきた
いと考えています。

●当社主催の活動

【清掃活動】
　2015年度、沖電グループでは、「まるごと沖縄クリーン
ビーチ2015海浜清掃活動」（豊見城市）などの清掃活動
に参加しました。
【緑化活動】
　2015年度、沖電グループでは、「第66回沖縄県植樹祭」
（名護市）や、「平成27年度緑の育樹祭」（与那原町）など
に参加しました。

●社外主催の活動

▲浦添大公園
（IT 推進本部）

▲本店周辺
（監査役室）

▲本店周辺
（発電部）

▲金武保育所
（金武火力）

活動期間　　2004～2010年度（維持管理含む）
参加者数　　ボランティア　約6,300名
植栽本数　　在来種17種　  約65,000本

▲残波しおさいの森 復元状況
　（2011年4月撮影）

当社が加盟または支援する環境保全団体

●日本サンゴ礁学会
●　　　 OCCN（沖縄クリーンコーストネットワーク）

　●（一財）日本緑化センター
●　　　チーム美らサンゴ
●（公財）海と渚環境美化・油濁対策機構
●森林ボランティアおきなわ

2015年度の加盟または支援した環境保全団体は、次の6団体です。

▲サンゴ植え付けの様子

▲サンゴ植え付け
ボランティア

○参加者数：288名（当社、沖電グループ計11名）
○植え付け本数：1,270本 ※チーム美らサンゴ全体の植え付け分

○植え付けサンゴ：ウスエダミドリイシ、
　　　　　　　　  ハチバチミドリイシなど計24種

チーム美らサンゴ
http://www.tyurasango.com/

美ら海を
大切にする心

　チーム美らサンゴによるサン
ゴ苗の植え付け活動開始当初か
ら参加させていただいて、チー
ム美らサンゴと付き合いは 10
年近くになります。
　植え付けの方法も、当初はサンゴを岩に差し込むだけ
だったものが、保護カゴを付けたり、苗の作り方も工夫
するなど、年々進化していて、植え付け活動に参加する
度にチーム美らサンゴの努力を身近で感じています。
　今後も微力ながら、沖縄の美ら海のために協力してい
きたいです。

IT推進本部 情報システム部
企画グループ

下地 勇樹
しもじ　 ゆうき

　より快適な地域づくりに貢献できるよう､社会活動へ積極的に参加し､幅広い情報提供や啓発活動を通し
て､地域とのふれあいを大切にしています。

情報開示および広聴活動によるコミュニケーション

　当社は、1996年から沖電グループの 1年間の環境活動をまとめた環境行動レポートを毎年公表しています。
　今後も､環境行動レポートのアンケートを通じていただいた皆さまからの貴重なご意見やご要望を参考にさせていた
だき、沖電グループの環境活動や環境行動レポートの改善・充実に努めていきます。

●環境行動レポートの公表

環境教育支援活動

　沖電グループの環境活動への取り組みや電気ができるしくみ、家庭でできる環境への取り組みなど、エネルギーや環
境について出前授業を行い、次世代の子どもたちを育てる教育支援活動を行っています。

●イベントや教育機関などでの環境教育の実施

●出前授業を受けた児童・生徒の声

　エネルギーの大切さや発電の仕組み、環境問
題に関心を持っていただくため、発電所の施設
などの見学・体験学習を実施しています。

●発電設備および電気科学館の見学・体験学習

　多くの皆さまに環境問題や当社の環境行動について理解していただくことを目的に、環境行動パネル展を開催してい
ます。同パネル展では、当社の環境への取り組みの紹介やパンフレットおよびエコノベルティの配布を行っています。
　2015年度は県内のイベントなどで同パネル展を20回実施し、たくさんの皆さまにご来場いただきました。

●環境行動パネル展の開催

▲夏休みこども自由研究（沖縄コンベンションセンター）▲おきなわアジェンダ 21県民環境フェア in 北中城（イオンモール沖縄ライカム）

▲大里北小学校 ▲第38回沖縄青少年科学作品展 ▲サンゴ保全活動の出前授業
［沖電開発（株）］

▲電気科学館での体験学習

▲北大東小学校

● 環境コミュニケーションの推進

一番すごかったのは、電気エネルギーです。みんなが使っている電気がどうやって送られてくるのかなとずっと考えていたので、本物そっくりのミニ蒸気タービンを使って、実際に実験をしてくれたので、本当にうれしかったです。

電気のことをわかりやすく説明
してくれたので、良くわかりま
した。電気のしくみや電気はど
うやってつくられるのかなど、
はじめて聞くことばかりで、
とてもわくわくして、改めて、
節電を心がけようと思いました。

電気がどのように作られて

いるか、どのようにして私たちの

家まで運ばれてくるのかくわしく

説明をしてくれたおかげで

理解が深まりました。

お家に帰ったら今までの生活を

早急に見直し自分にできる

エコ活動をしたいです。
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見学・体験施設のご案内、主な事業所

本　　　　店
東 京 支 社
那 覇 支 店

主な事業所
〒901-2602　沖縄県浦添市牧港五丁目2番1号

〒107-0062　東京都港区南青山一丁目15番9号(第45興和ビル6階)

〒900-8522　沖縄県那覇市旭町114番地4

与那原営業所
浦 添 支 店
うるま支店
名 護 支 店
宮 古 支 店
八重山支店

〒901-1302　沖縄県与那原町字上与那原383番地

〒901-2611　沖縄県浦添市牧港四丁目11番3号

〒904-2244　沖縄県うるま市字江洲358番地の2

〒905-0021　沖縄県名護市東江五丁目12番27号

〒906-0008　沖縄県宮古島市平良字荷川取459番地の1

〒907-0001　沖縄県石垣市字大浜441番地2

オール電化体験施設 カエルぴあ なは

◆沖縄県那覇市旭町
  114番地4 
　おきでん那覇ビル2F
☎070-5819-0984
◆開館時間/10時～18時
◆休館日/月

要予約

※その他都合により休館となる場合もありますので、お問い合わせください。

慰霊の日（6/23）
旧盆（旧暦7/15）
年末年始

具志川火力発電所

◆沖縄県うるま市字宇堅
　657番地
☎070-5819-2532
　　　　　　 2533
◆開館時間/9時～12時
　　　　  　 13時～17時
◆休館日/土・日・祝日
 　　　　慰霊の日（6/23）
 　　　　旧盆（旧暦7/15） 年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

要予約

要予約石川火力発電所

◆沖縄県うるま市石川赤崎
　三丁目1番1号
☎098-964-3129
◆開館時間/10時～12時
　　　　  　 13時～14時30分
◆休館日/土・日・祝日
 　　　　慰霊の日（6/23）
 　　　　旧盆（旧暦7/15） 
　　　　 年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

要予約オール電化体験施設 カエルぴあ うるま

※その他都合により休館となる場合もありますので、お問い合わせください。

◆沖縄県うるま市字江洲
　358番地2 
　うるま支店3F
☎070-5486-2751
◆開館時間/9時～17時
◆休館日/土・日・祝日

慰霊の日（6/23）
旧盆（旧暦7/15）
年末年始

要予約電気科学館（具志川火力発電所内）
◆沖縄県うるま市字宇堅
　657番地
☎070-5819-2532
　　　　　　 2533
◆開館時間/9時～12時
　　　　    13時～17時
◆休館日/土・日・祝日
　　　　  慰霊の日（6/23）
　　　　  旧盆（旧暦7/15） 
　　　　  年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

要予約オール電化体験施設 カエルぴあ うらそえ

※その他都合により休館となる場合もありますので、お問い合わせください。

◆沖縄県浦添市牧港
　四丁目11番3号 
   おきでん牧港ビル7F
☎070-5486-2572
◆開館時間/9時～17時
◆休館日/土・日・祝日

慰霊の日（6/23）
旧盆（旧暦7/15）
年末年始

要予約牧港火力発電所
◆沖縄県浦添市牧港
   五丁目2番1号
☎098-877-3481
◆開館時間/10時～12時
　　　　  　 13時～16時
◆休館日/土・日・祝日
　　　　  慰霊の日（6/23）
　　　　  旧盆（旧暦7/15） 
　　　　  年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

要予約金武火力発電所
◆沖縄県国頭郡金武町
　字金武3333番地
☎098-968-8560
◆開館時間/10時～12時
　　　　  　 13時～16時
◆休館日/土・日・祝日
　　　　  慰霊の日（6/23）
　　　　  旧盆（旧暦7/15） 
　　　　  年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

要予約吉の浦火力発電所
◆沖縄県中頭郡中城村字泊
　509番地の2
☎098-895-1960
◆開館時間/10時～12時
　　　　  　 13時～17時
◆休館日/土・日・祝日
　　　　  慰霊の日（6/23）
　　　　  旧盆（旧暦7/15） 
　　　　  年末年始（12/28 ～ 1/4）
※その他都合により見学できない場合もありますので、お問い合わせください。

沖電グループの環境行動の取り組み実績

　沖電グループは、「総合エネルギー事業をコアとして、ビジネス・生活サポートを通した新しい価値の創造を目指し、地
域に生き、ともに発展する一体感のある企業グループ」を目指しています。
　沖電グループの環境行動に関しては、沖電グループ環境管理者会議を設置し、グループ全体で環境行動に取り組んでい
ます。

　沖電開発㈱では、サンゴ礁の再生を目的とした
（1）「サンゴ苗の養殖」（2）「サンゴ苗の植え付け」や、
サンゴ礁を保全するための環境保護活動などを広く伝
えるために（3）「環境学習会」を開催しています。
　「サンゴ苗の植え付け」については8年間で9,300
本以上を主に浦添・宜野湾海域に植え付け、経過観察
も行っています。
　また、「環境学習会」に関しては、これまでに県内
外から6,000名以上の方々に参加していただき、好評
を得ています。

　沖縄新エネ開発㈱では、伊江島において新規風力
発電設備の建設を推進しており、2016年7月の運転
開始を目指し伊江村をはじめとする関係機関との調
整を進めてきました。
　これからも地球環境に優しい発電設備の導入拡大
を推進していきます。
　2016年3月で7サイト12基（14,325kW）の風力
発電設備が稼働しています。

沖電開発（株）

環境行動の推進

沖縄新エネ開発（株）

低炭素社会への貢献

▲サンゴ苗の植え付け

▲新規伊江島風力完成予想図
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